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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書画像データを文字領域と絵柄領域とに分離し、像域分離信号を出力する画像領域判
別手段と、
　前記文書画像データに符号化処理を行い、符号データを生成する符号化処理手段と、
　前記画像領域判別手段から出力される前記像域分離信号に応じて、前記符号化処理手段
による処理内容を切り替える切替手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理装置であって、
　前記符号化処理手段は、ＪＰＥＧ２０００アルゴリズムによる符号化処理を行なうこと
を特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像処理装置であって、
　前記符号化処理手段は、階調優先モードではウェーブレット係数に対してスカラー量子
化処理を行い、解像度優先モードではエントロピー符号化されたデータに対してポスト量
子化処理を行なうことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　文書画像データを文字領域と絵柄領域とに分離し、像域分離信号を出力する画像領域判
別ステップと、
　前記文書画像データに符号化処理を行い、符号データを生成する符号化処理ステップと
、
　前記画像領域判別ステップから出力される前記像域分離信号に応じて、前記符号化処理
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ステップによる処理内容を切り替える切替ステップとを有することを特徴とする画像処理
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置および画像処理方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および画像処理方法に関し、具体的には、符号化処理における
画像領域毎の量子化制御に関し、特にポスト量子化とスカラー量子化の使い分け制御に関
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、上述の実情を考慮してなされたものであって、ポスト量子化とスカラー量子
化の量子化処理の二つの量子化方式を具備する符号化方式を用いて、画像属性の特性に適
した高精度な量子化制御を行って圧縮率を高めることができる画像処理装置、画像処理方
法を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、文書画像データを文字領
域と絵柄領域とに分離し、像域分離信号を出力する画像領域判別手段と、前記文書画像デ
ータに符号化処理を行い、符号データを生成する符号化処理手段と、前記画像領域判別手
段から出力される前記像域分離信号に応じて、前記符号化処理手段による処理内容を切り
替える切替手段とを有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載の画像処理装置において、前記符号化処
理手段は、ＪＰＥＧ２０００アルゴリズムによる符号化処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　請求項３に記載された発明は、請求項２に記載の画像処理装置において、前記符号化処
理手段は、階調優先モードではウェーブレット係数に対してスカラー量子化処理を行い、
解像度優先モードではエントロピー符号化されたデータに対してポスト量子化処理を行な
うことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項４に記載された発明は、文書画像データを文字領域と絵柄領域とに分離し、像域
分離信号を出力する画像領域判別ステップと、前記文書画像データに符号化処理を行い、
符号データを生成する符号化処理ステップと、前記画像領域判別ステップから出力される
前記像域分離信号に応じて、前記符号化処理ステップによる処理内容を切り替える切替ス
テップとを有することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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